
充実した研修生活を送る中で時には昼食も食べ損ねたり、なかなかありつけな

かったりすることもあるのは、この業界のやむを得ない（現時点では）ところか

もしれません。

でもそんな日常だからこそ、一緒に

”飯行きましょう”が余計美味しく楽し

くなるのかなと、食堂での姿を見て勝

手に思った次第です。

そして我々を栄養面で支えてくださる食堂についても少々インフラ自慢したい

なと。

最近は特に温暖化の影響などで食料の安定供給も難しくなりつつありますが、

キャベツが高騰した際もランチのキャベツをケチることなく、直近ではコメの買

い占めが起きるような米価格の高騰時も”ごはん大盛りで”（自分は歳なので中盛

りですが）に対して、明るい笑顔で応じてくださりホント感謝しかありません。

もちろんいつもメインのおかずも美味しく、飽きもきません。

ついでに言うと、あらかじめお願いすると握りずし含めパーティー料理も用意

頂け、感染状況が許せば院内で宴会できちゃいます

”いつまでもあると思うな親と社員食堂”ということで、かえって数年値上げして

いないのが心配でもあります。
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※いつ見ても衛生的 です
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